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HG-201 外面測定例 
 
 

アドミッタンスゲージ (PC ベース測定器) 

非破壊・接触式・静電容量式膜厚計  MODEL 278Ed 

素地が波打ちした試験片でも、導電性ゴムの電極面積φ9.4 mm の平均値を測定する。 

ゴムの持つ柔軟性との相乗効果で、誤差要因の影響を最小限にした測定となります。 

 

✿ インピーダンス＊1は周波数によって変化するため、周波数 10KHz、電圧 1.0V の測定。 

✿ 測定回路の対極 (ワニ口側)は、対接地式を採用。測定プローブは電極と、金属シャフト間を樹脂で 
絶縁し、シャフト内部に信号ケーブルを通し、樹脂部でスプリングコンタクトを介し接続します。対接 
地式との相乗効果で従来にない、誘導の少ない安定した測定ができます。 

✿ Windows(日本語版)パソコンと USB 接続して、セルの行・列の挿入方向と挿入数を指定する、セル

をマウスでクリックした位置から自動入力でき、読み取りや転記ミスの防止ができます。 

✿ Excel に書式を作成すると、パソコンにデーターが自動入力され、作業効率が大幅に向上します。 
           
 
 
 
 
 
                         
                            
  

 
  

                 
 
 
 

 
 

  

    
 
 
 
 
 
 
 
                      

278Ed 本体 

平板&缶内面用標準プローブ HG-101 HG-101 内面測定例 

内外両面プローブ HG-201 

φ3.5mm φ9.4mm φ2.0mm 

HG-101 丸缶 
内径測定アダプター 

Windows (日本語版)パソコンと USB 接続 
(パソコンと接続しないと動作しない) 
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✿ 素材がアルミニウム板や銅板 0.1 mm 以下などの波打ちした塗膜測定では唯一の測定法です。 

 ✿ ハンドプローブでは、素材の金属部との接続ができれば、板厚に関係なく、湾曲面等の測定がで 

  きます。 

✿ アルミ合金 ADC12 のアルマイト皮膜が、2μm以上あれば電極面積φ9.4 mm を用いると、渦電流 

  式と比べると正確かつ効率よく測定できます。 

✿ プローブの電極面積が大きいほど測定が安定します。薄膜になるほど高感度測定となります。 

✿ オプションで、プローブ電極をφ2.0 mm、φ3.5 mm、φ5.0(準備中)の対応も可能です。 

✿ スイッチの切り替えで、プローブ電極をφ2.0 mm、φ3.5 mm、φ5.0、φ9.4 mm それぞれに交換可 

能な別モデルもご要望に応じて製作可能です。 

 

◆ 測定対象になる塗膜例               ◆ 測定対象製品例 

 ワニス、塗料、ラッカー、プラスチック       アルミチューブの皮膜 

 樹脂、アルマイト（２μm以上）          アルミ缶の内面、外面の皮膜 

 その他の絶縁被膜                 金属箔状の絶縁被膜 

                          アルミ合金の皮膜 

 

[測定原理] 

静電容量の原理は、平行板コンデンサーの測定であり、導電性ゴム電極と素地金属間の塗膜(誘電体) 

が存在するときの厚み (距離) を d = 1μm と規定する。   

μm  =  r× 0×S / pF    ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ (1) 

(1μm = 2780 pF、10μm = 278 pF、100μm = 27.8 pF) 

μm：求める膜厚       S：φ9.4mm ＝ 69.3978 mm2  φ5.0mm = 19.635 mm2 

r：塗膜の比誘電率塗膜 4.525 *2  φ3.5mm = 9.6211 mm2        φ2.0mm = 3.1416 mm2 

0：真空中の誘電率 8.854184     

上記式より、電極径φ2.0 mm、φ3.5 mm、φ9.4 mm の測定範囲を図 1に示します。 
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標準プローブφ9.4 mm の誘電率 r を 2.0、3.0、4.525、6.0、8.0、10 と変更したときの容量対膜 

圧の関係を図 2に示します。図 2より誘電率  r を変更すると容量対膜厚特性と電圧対膜厚の関係は 

平行関係となり、ストランドゲージのフィルムセクター番号 1～12 に相当します。 

 

アドミッタンスゲージは、弊社独自の静電容量式膜厚測定方式であるため、JIS 規格はありません。 

ISO 認証には、弊社の試験方法が明確に示されておれば問題ないことを確認しております。 
また、校正した証明書が必要な場合は、弊社の校正に使用する機器を、公定機関の校正証明を受けて有料 
で対応いたします。 
静電容量式膜厚計の原理より、塗膜の種類ごとに、誘電率の補正をしないと正確な測定ができません。 
誘電率の直接設定は難しいため、質量法(μm)による塗膜標準板か重量法(g/m2 or mg/dm2 )による塗膜標 
準板を作成して使用します。 
 

 

Windows(日本語版)対応通信ソフト例 

繰り返しモードの設定 
データー移動方向と行数と列数を指定する。Excel のセルをマウスでクリックし、エクセルへ転送にチ

ェックを入れ、測定を開始するとデーターを自動入力する。 
 
例) 縦 5 行、横 5 列の設定             例) 横 5 行、縦 5 列の設定 
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HG-101 標準プローブ 
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アダプター 

φ2.0 or 3.5  HG-101 丸缶内面測定用 HG-101 内面トップ 

HG-201 内外両面プローブ 

φ4 ワニ口 
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ロング缶内面測定 

ロング缶外面測定 

リニア電動プローブ 
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プローブ φ2.0 mm プローブ φ3.5 mm プローブ φ9.4 mm 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

仕様 

型式：MODEL  278Ed 

測定原理：静電容量式 

測定対象：導電体上の絶縁被膜 

測定範囲 

φ9.4 mm 標準プローブ 

0.50～30.00 g/m2 or μm (誘電率 4.524、基準コンデンサー測定時) 

分解能：0.01 g/m2 orμm 

直線性：±0.5% ±0.02 digit g/m2 orμm 

再現性：±0.05 ±0.02 digit g/m2 orμm  

準備中：φ9.4 mm 5.00～300.0 mg/dm2 

測定チャンネル：CH:0～CH：20 

リニアライザー： 2 点間の直線補正を最大 10本 

外部出力： USB-B ソケット 

使用周囲温度：10～40℃ 

電源：USB バスパワー (パソコンより供給、約 5V 0.18A 0.9W、待機電流＊4：30mA) 

外形寸法：W52×D153×H232 mm  重量：約 1.2 Kg 
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＊1  インピーダンス(Z)とは、電圧と電流の比で Z = V/I の式で表されます。単位はΩなので、直流回路の R = V/I と同じ 

です。交流回路では抵抗をインピーダンスに置き換えてオームの法則を使うことが出来、式に置き換えると I = V/Z 

となり、インピーダンスが大きいほど電流が小さくなるため、インピーダンスは電流の流れにくさを表しております。 

   *2 ストランドゲージのフィルムセクター番号、1～12 はεr 3～6 に相当します。よく使用されているフィルムセクター 

番号 6 を詳細に調査した結果εr 4.525 と判明し、この 4.525 をアドミッタンスゲージの初期設定値としておりま 

す。 

✿ 測定器本体とパソコンを USB 接続しますが、双方の電源を OFF にしても待機電流＊4が (5V 30mA)が常時流れていま 
す。したがって、PC の電源コンセントを抜く場合は、必ず USB 接続ケーブルを取り外してください。 

✿ カタログと実際の商品の色とは印刷の関係で多少異なる場合があります。 

✿ 規格、外観は改良などの理由により、予告なしに変更する場合がありますのでご了承ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

取扱店                 

 

リニア電動プローブ 内缶測定イメージ図 Ｘ,Ｚ軸自動 


